
 

 

 

                       

     

３
月
27
日
、
第
一
回
市
議

会
最
終
日
に
、
こ
ま
え
社
会
保

障
推
進
協
議
会
か
ら
出
さ
れ

た
「難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
の

補
助
を
求
め
る
」陳
情
に
、
自

民
、
公
明
、
立
憲
、
松
崎
・三

宅
・
吉
野
・
辻
村
・
議
員
が
反

対
し
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

私
は
、
日
本
共
産
党
市
議

団
を
代
表
し
て
、
賛
成
の
討

論
を
行
な
い
ま
し
た
。 

   難
聴
は
認
知
症
の
リ
ス
ク 

難
聴
に
な
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困
難
に
し
、
社

会
か
ら
孤
立
し
や
す
く
、
生

活
を
不
便
に
す
る
。
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
協
会
国
際
会
議
で

「
難
聴
対
策
は
認
知
症
を
予

防
す
る
一
番
大
き
な
因
子
」

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

早
期
発
見
・早
期
装
用 

専
門
家
か
ら
は
、
早
期
に

発
見
し
、
補
聴
器
を
早
期
に

装
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
と

話
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
日

本
で
は
欧
米
に
比
べ
て
装
用
し

て
い
る
人
は
少
な
く
、
必
要
と

し
て
い
る
人
の
14
％
し
か
使

っ
て
い
ま
せ
ん
。
使
っ
て
い
な
い

一
番
の
理
由
は
、
補
聴
器
が

10
万
～
30
万
円
と
高
額
で

と
て
も
買
え
な
い
か
ら
で
す
。 

    

支
援
の
対
象
は 

「
40
㎝
で
聞
こ
え
な
い
」 

難
聴
へ
の
補
助
制
度
は
、
大

変
重
度
で
な
け
れ
ば
支
援
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

40
㎝
以
上
で
聞
き
取
れ
な
い

程
度
の
聴
力
し
か
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。 

認
知
症
を
防
い
だ
り
、
生

活
の
質
を
良
く
す
る
に
は
、

中
程
度
の
人
への
支
援
が
求
め

ら
れ
ま
す
。 

４
月
か
ら
の
実
施
を
含
め
、

す
で
に
都
内
で
22
の
自
治
体

が
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

多
摩
地
域
で
は
昨
年
10
月
に

実
施
し
た
三
鷹
市
を
始
め
４

月
か
ら
は
、
４
市
が
実
施
し
ま

す
。 

   

補
聴
器
は
装
用
す
れ
ば
す

ぐ
に
聞
こ
え
る
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
ず
、
必
要
な
調
整
が

重
要
で
す
。
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー

の
施
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

     

か
つ
て
、
白
内
障
の
眼
内
レ

ン
ズ
手
術
が
長
年
の
住
民
運

動
で
保
険
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

今
度
は
難
聴
も
保
険
適
用
が

認
め
ら
れ
れ
ば
、
自
治
体
間

の
格
差
を
な
く
す
上
で
も
、

購
入
費
が
高
す
ぎ
る
こ
と
か

ら
も
支
援
と
な
り
ま
す
。 

      

くらし・子育て相談などお寄せください。法律相談：毎月第一火曜日１時から 3430-1177 

陳情 「難聴者の補聴器購入の補助」 
   賛成は共産、平井議員のみ 

自、公、立憲など反対し、否決に 
 

宮
坂
良
子
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を 

ご
覧
下
さ
い 

陳
情
１
項
目
は
「補
助
制
度

の
新
設
の
要
望
」で
す 

  

陳
情
２
項
目
は
「
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
の
設
置
」で
す 

  

陳
情
３
項
目
は
「国
に
保
険

適
用
を
求
め
て
」で
す 

  

発行：日本共産党狛江市議団 狛江市議宮坂良子 携帯080-1268-9295 自宅5497-2828 

日本共産党 
よっちゃん通信 
2023.3/27.223号 


